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趣旨 ：　 JACET 「 英語 と コ ン ピ ュ
ー

タ研究会 」 （九州 ・沖縄支部） の 活動成 果

を基に 、人間 と コ ン ピ ュ
ー

タ 、人文科学 と コ ン ピ ュ
ー

タ の 関係 を明 らか に しつ つ 、

大学に お け る人 文科学 ・言語 ・英語 の研究お よび 教育 の 改革 へ の応用 の 可 能性 を

提案す る 。

　　　　従来 は最 も隔 た っ た存在 であ っ た 「人文科学」と 「と コ ン ピ ュ
ー タ」は 、日常生活お

よび 教育現場 にお ける コ ン ピ ュ
ー

タ の 普及 に伴 い い つ の 間 にか 共存の 時代 を迎 え、ワ
ープ

ロ な ど の 文書作成機 能、言語 や文学研 究の 数量処 理 、プ ロ グ ラ ム 学習な どの CA 玉 ま た は

CALL として 、お よび イ ン タ
ー

ネ ッ トに よ る教育研究情 報収集交換の 道具 として の 関係 が

築 か れて きて い る 。 本 シ ン ポ ジ ュ ウム で は 、そ れ ら電子文 具 も し くは分析 ツ
ール とし て の

コ ン ピ ュ
ー

タ利 用機能 を超え て 、さ らに 両者 の 関係 を「人文科学］の 主体的 か つ 本質的観点

か ら開拓す る方 向性 を提 示 し、「人 文科学」の よ り積極的発展 に寄与 した い 。

　　　　は じめ に 、情報化社会 の 中で の 「人文 科 学」の 領域 と特 性お よ び在 り方を 、
「情報 j

「知識 」 「知性 g 「知恵 jの 関わ りの 中で 、「データ集積 型の 知識 を蓄積す る学問 jか ら「探索 ・

選択 ・判断 に よ り得 られ た情報 か ら洞察 ・思索 し、自身の 考えを発信 しなが らコ ミュ ニ ケ

イ トし、人間 の 生 き方に つ い て よ り高次の 見解を創 り上 げ て い く過程」と して 据 え 直す。

そ の よ うな文 脈の 中で 、「コ ン ピ ュ
ータ亅を人 文科学に 臨む

一
人 ひ とりの 「情報処理 お よび

思考と認 知活 動 を促 すもの 亅として 捉 える 。 具体的に は 、 その よ うな研究 と教育を 開発す

る シ ス テ ム とし て 、また知的イ ン タ
ー

フ ェ イ ス として 、か つ データを処 理 する 方法 をデー

タ化す る もの と して捉 え 、「人間」と「言語 」、そ して 「言語」と 「文化 」との 関わ りを創造的 な
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もの とす るサ ボー
トシ ス テ ム と して の 使 い 方 の 実例 を検討 する 。 そ れ は 、 Humanities

Computing の 将来展望を具体的に 示 す こ とに なろ う。

　　　　その よ うな取 り組み に よ っ て 、昨年度の シ ン ポジ ュ ウム 「大学 の 英語 教育を問 う」

で 引用 されて い た 「…人間全体、文化 の 創造に か か わ りをもつ よ うな大 きな言語 を見据え

た英語教育…
、 の 実現 に もつ なが る こ と を期待 して い る 。 また 提案者側か らは Pro　s とか

Cons の 議論で は な く是 非 を問わ ぬ 主張 と して展 開 し、フ ロ ア か らそれ に 対する反論や コ

メ ン トを い た だき、さらに創 造的進展 が は か られれ ば幸い で あ る。 なお 、ハ ン ドア ウ トで

カ バ
ー

出来な か っ た 資料 の 配布 お よび 時間内に 取 り上 げ られなか っ た 議論 は Web サイ ト

（9 月 5 日以降　http ：〃www ．　 njc ．　 ac ．　jp／jacet．　 ec ／ よ り ご案内）で 行ない た い
。

要 旨 ，

ヒ ュ マ ニ テ イ ーズ コ ン ピ ュ
ーテ イン グの 現状 と展望

　　　　英語教育や英 語研 究と い っ た 「人文 科学」領域に 、コ ン ピ ュ
ー

タ を導入す るこ とで

可能 とな っ た 教育 ・研 究の 新 し い 視座 を中心に お 話 した い
。 この発 表で は 特 に （ユ）学術

情報 へ の ア ク セ ス の 観点 か ら、イ ン ターネ ッ ト上の 公開情報 にみ られ る 日米間の 相違点、

（2 ） コ ン ピ ュ
ー

タ の 機 能 を生か した集積情報 の 整理や 研 究成 果の 公 表に つ い て言及 した

い
。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （上村俊彦）

機械翻訳 と英語教育

　　　　機 械翻 訳 に よ っ て 生成 され た 訳出文 に は語 や品詞 、構 文の 分類 、 意味の 理 解に

曖昧な部 分も多 く、正確 な解釈 をす るに は人の 手になる翻訳作業 を加 えなけれ ばな らない 。

本発 表で は機械 翻訳 に よ る不完全な訳文 を MT シ ス テ ム との 対話 を通 して完 全な訳 文にす

る過程に あ らわ れ る英語 ・日本語 間の 言語現象を英語教育に応用す る可能性 が ある こ とを

紹介する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （濱 田洋子）

コ ン ピ ュ
ー

タ と EFL 教育研 究

り
一デ ン グ支援 ソ フ トウエ ア試作

　　　　第二 言語 運用 能力 の 向上 に は認 知活動の 効率化 と い う側 面が あ り、学習者の 認知

面で の 変化を観 察対 象 とした研究分野 に お い て は 、 コ ン ピ ュ
ー

タ の 果た す役割 は大 きい
。

ま た 、パ ー
ソナ ル コ ン ピ ュ

ー
タ の普及 は 、認 知活動を促 す新た な形態の 言語材料 を可能 に

して い る 。 外 国語 と して の 英語運 用 能 力、特に 理解力の 習得に 関 して 、パ ー
ソナル コ ン ピ

ュ
ータの 普及が 可能にす る研究 ・教育方法の 事例 を紹介す る 。 　　 （塩津敏彦 ・牟田美信）
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　　　　　　　　　　　　　　　 JACET第 36 回全国大会 沖 ポ ジ弘 　　
1〔Handout＞

　　　　　　　　　　　　　 英語 と コ ン ピ ュ
ータ ー− numities 　 Computing の 試 み

　　　　　　　　　　 English　and 　Co皿P ロters　：面 　Introduction　te   ities 　CoarPuting

鈴木 千鶴子 （純心 女子 短期 大学）　 Chair　 SUZIiki，　 Chizuko　（lunshin　junior　CDIIcge）

上村竣彦 （長崎 県 立 女 子 短期 大学＞ PanelistS　 Uemura ，　T 　oshlhiko 　（Nagasaki　Prefectural　Women
’
s　JR　CoUege ）

濱田 洋 子 （纏心女 子短期大学）　　　　　　 Hamada ，　 Yoko （Junshin　jR （：ollege ）

塩津敏彦 （長崎 ウエ ス レ ヤ ン 短期大学＞　　 ShiotSu，　 Toshihiko　（rs：agasaki　Wesleyan　JR　College）

牟 田 美信 （長崎短期大学）　　　　　　　　 Muta ，　 Yoshiaobu　　（Nagasaki　JR　Col！cge）

ヒ ＝ マ ニ テ K 一ズ コ ン ピ ュ
ーテ ィ ン グの 現状と展望　　 上村俊彦　長崎県立女子短期大学

If 英語 」 とコ ン ピ ュ
ー

タ

A 関連図書 BCD −ROM版 レ フ ァ ラ ン ス （辞書 〆 百 科事典／イ ン ターネ ッ トデ ィ レ ク トリ
ー

等＞

II　コ ン ピ ュ
ータネ ッ トワーク環境 の 利用

A （学術）情報 へ の ア ク セ ス

　 1 ，国内外ウ ェ ッ ブ サ イ トの 情報収集 （大学 ・学術研 究機 関ノ出版社 ・大学出版局ノ な ど）

　 2 ，図書館　（a ） レ フ ァ ラ ン ス データベ ース の 利用 （b）専 門書
・
学術雑誌 の 論文 等の 文 献検索 ・利用

B 双 方向 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン

　　（1） E−mail の 交換　　　（2） ニ ュ
ーズ グル ープ へ の 参加　　　（3） オ ン ラ イ ン シ ョ ッ ピ ン グ

C研究成果や （学術）情報の 提供

　　 1 ，ホームペ ージ の 立ち上 げ　 2 ．Cyber　Conference （オ ン ラ イ ン 上 で の 学会開 儀） の 企画 ・運営

HI 米国 ウェ ッ ブ サ イ ト

　A 検 索機能　 （1）ウェ ッ ブサ イ トの サ
ー

チ エ ン ジ ン 　　（2）ウェ ッ ブサイ ト内 の 情報検索

　B 双方向 コ ミ ュ ニ ケ ーシ ヲ ン 　 C 関連 ウェ ッ ブ サ イ トへ の リ ン ク

　D 大学図書館 ウエ ッ ブ サ イ ト　（1＞レ フ ァ ラ ン ス デ ーダ ベ ース の 充 実 （2）文 献情報等 の 検索 ・利 用 目録

　 E 学会 ウエ ッ ブサ イ ト

　　 （1＞学会情報 の 提供 （関連 ウ ェ ッ ブサイ トへの リン ク情報 を含む）　 （2）Cyber　Conference

　 F レ フ ァ ラ ン ス ウ ェ ッ ブサ イ ト　　　　　　　　 G 教育支援ウェ ッ ブサイ ト　（K−12education含む）

IV　課題 と展望

　 A 文書 フ ォ
ー

マ ッ トPDF （PQrtable 　bめcument 　Format； ア ドビ シ ス テ ム ズ

　 B ウ ェ ッ ブサイ ト評価

　　（1）日本 の 各省庁　　（a＞情報検索機能　 （b）ダ ウン ロ ード可能な清報 の 種類 とそ の フ ァ イ ル 形式

　　　　　　　　　　　 （c ）省庁聞 リン ク　　（d）英 語 に よ る情報 発 信

　　 （2） （大学）図書館 （D レ フ ァ ラン ス デー
タベ ース の 充実 （b）文献等 の 検索機能

　　　 （c ）学術雑誌 〈学内紀要 を含む） の 電子版 の利用状況　（d）関連 ウェ ッ ブサイ トへの リン タ

　　　 （e ）有 料 ウ ェ ッ ブ サ イ ト 〔国内外学術雑誌 ・レ フ ァ ラ ン ス ウェ ッ ブサイ ト等 へ の ア ク セ ス 権〉

　　（3）JACET（a ＞JACETに つ い て の 情報 （b＞学会 開 催情報　（c） JACET 『研究紀要』等の 電子化

　　　　　　 （外部 か らの ネ ッ ト ワ
ーク ア クセ ス に 対応）（d）Cyber　Conference の 企 画

・
運営
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機械翻訳 と英語教育　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濱田洋子　純 心 女子短期大学

　　　　 機械翻訳支援 シ ス テ ム に よ る翻訳 下訳作成 とそ の 修正 の プ ロ セ ス を英語教育 に 取 り込 み 、翻

訳 シ ス テ ム を英語 に よ る情報 の 受信 ツ
ール と し て 捉 え 直す こ と を考 え た。機械 翻訳 に お い て 、人 間 の も

っ て い る言語知識 と機 械 に よ る支援との 融合 が 図 られ る。学習者 はは シ ス テ ム と対話を しなが ら 、 不 思

議な言語理解 の 世界 に 導 か れ、さらに 、言語そ の もの との 対話 に導か れ る。そ の 翻訳を しようと し て い

る 二 言語 の 間には次 の よ うな難 しさが ある。（1 ）文 の 解釈 、語 の 品詞や意味、構文、意 味構造 で の 曖昧

さ、（2 ＞言語構造 の 違 い 、（3 ＞発想 の 違 い 、（4 ）概念 の とらえ方 の 違 い などで あ る 。 学習者は 不完全

な訳出文 に 、辞書や修正 シ ス テ ム 等を利用 し なが ら曖昧 さに解決をあた え る。 しか し、不 完全な訳 出文

しか 出さな い機械翻 訳 は 英語学習に 応用 で き る の か とい う問題がある 。 こ の 点 は 英 日翻訳 ソ フ トの 次 の

よ うな性質か ら解決 され る。（1）翻訳 ソ フ トの 固定性 （2）電子 的テ キ ス ト、 レ フ ァ レ ン ス の 利用 （3）不 完

全 な 訳出 文 に 対 して 、学習者の 言 語 の 知識 を もっ て 可 読 レ ベ ル の 鈬文 に 仕 上 げるプ ロ セ ス こ そ英語 学習

の 楽 しみ で あ り、英語 の 魅力 の 発 見で ある。

パ ソ コ ン 利用 による EFL速解力 開発研究　　　　　　　　　　　塩津敏彦　長崎 ウエ ス レ ヤ ン 短期大学

　　　　 第 二 言語習得 をと りまく諸研究 の な か で 、言語処 理速度な ど認知面 の 変化 を研究対象 とする

領域に お い て は 、コ ン ピ ュ
ータ の 果たす役割 は 大き い

。 発 表者 は EFL 理 解速度に 影響する 認 知 過程 の 効

率化にっ い て 調 べ るた め 実験 を行 い 、その 過程 で パ ソ コ ン と フ リ
ー

お よび市販 の ソ フ トウエ ア を用 い た 。

　　　　 そ の 手順 と し て 、まず、速読材料 をパ ッ セ ージ 単位 で ス キ ャ ナか ら取 り込ん で   R ソ フ トで

デ ジ タル 文 書化 し、エ デ ィ タ で 加 工 で き る 状態 に し た。そ の 後 エ デ ィ タ 上 で パ ッ セ ージ を 文 単位 に 分割

して 、マ ル チ メ デ ィ ア 編集 ソ フ ト上 に 転送 し、文 が つ ぎつ ぎに 画面 に 表 示 され る よ うな
一

組 の 動画 とな

る よ う加 工 を施 し た 。　 そ の 際、各文 の 表示時間は 語数 と読解速度の 期待値に応 じ て 設定 し た。こ の 表

示 形態に よ り、被験者は 、各文 が画 面 か ら消 え去 っ て 、次の 文が現れ る前に意味を把握するよ う促 され

る た め、好 み の 速度 で 詳細な訳 を追求する習慣 か らの 脱却を迫 られ、瞬時の 言語情報処理 を繰 り返 す こ

とに よ っ て 認 知 過程 の 効率化 に つ な が る、とい う仮説 を、一
定期間練習を続けて 検証 し た 。

　　　　 こ の 実験群 の 活動 の 効果 を従 来型 の パ ッ セ ージ 速 読練 習を使 っ た対照群 との 比較 に お い て 分

析 した結果、文速読テ ス トとリス ニ ン グテ ス トの い ずれ にお い て も対照群に は 伸びがなか っ た の に 対 し、

実験群 に は 有意の 伸 び が 見 られ た。

　　　　 コ ン ピ ュ
ータ の 低価格化 と一般向け の イ ン ター

フ ェ
ース の 改 蓄によ っ て 個人 ユ

ーザ レ ベ ル で

も比較的容易 に なる こ の よ うな言語提示方法や実験形態は 、今後、多様化 して ゆ く こ とが期待 され る。

上記の よ うな研 究 に 再現性 が 確認 され た な らば 、そ の 結果 をふ まえて 、個 々 の 学 習者 の 習熟度 と処理能

力 に 応 じ て 難易度 を調節 で き る よ うな言語提示 シ ス テ ム を開発 す る こ とも有意義 と思わ れ る。

リ
ーディ ン グ支援 ソ フ トウエ ア 試作　　　　　　　　　　　牟田美信　　長崎短期大学

1 学習者の レ ベ ル に 合わせ て 、 認知活動を促す い くつ か の リーディ ン グに 関わ るタ ス ク を行 い 英語 の

　 運 用能力 を高め る こ とを 目標とす る。　Task　 1 ： 黙読 　 Task　 2 ： 音読

　 Task　 3 ：　 通訳練習 1 （L2 → L1 ）　 Task　 4 ：　 通訳練 習 2 （L1 → L2 ）

2 学習者 の レ ベ ル や学習 目的に合わせ て素材 を柔軟に選択 し ソ フ トウエ ア に取 り

　 込み、リ
ーディ ン グ の 練習 を行 う補助的な道具として 使用する。
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